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１．はじめに 
 

このたびは、ＨＮ－Ｃシリ－ズ分離形温湿度計・耐圧耐熱仕様HN-CJA，HN-CJC をお買いあげいただき、

まことにありがとうございます。 

本器を、正しく安全にご使用いただき、かつトラブルを未然に防ぐため、本取扱説明書を必ずお読みください。 

本器は耐圧1MPa，耐熱180℃を実現した温湿度計で、加圧・高温雰囲気での温湿度測定に適しています。 

温度・相対湿度出力仕様の HN-CJA では，測定温度－４０～１８０℃に対して４～２０ｍＡ ＤＣ，相対湿度   

０～１００％rhに対して４～２０ｍＡ ＤＣのアナログ出力に変換して出力します。 

温度・露点温度出力仕様 HN-CJC では、測定温度－４０～１８０℃に対して４～２０ｍＡ ＤＣ，露点温度  

－４０～１８０℃に対して４～２０ｍＡ ＤＣのアナログ出力に変換して出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 計装業者・設置業者・販売業者の方へ － 
本取扱説明書は、本製品をお使いになる方へ、確実にお渡しください。 

 

－ 本製品をお使いになる方へ － 
本取扱説明書は、本製品を破棄するまで、大切に保管してください。 

また、設定内容は必ず記録し、保管してください。 

お願い 

１．本書の全部、または一部を無断で複写、または転載することを禁じます。 

２．本書の記載内容は、お断りなく変更する場合があります。 

３．本書の内容については、万全を期しておりますが、万一、ご不審な点や誤り、記載もれなどが 

ありましたら、最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

４．運用した結果につきましては、いかなる場合でも責任を負いかねますので、ご了承ください。 

お断わり 

保証期間は、ご購入の日から１年間です。但し、別途に定められているものは、その定めによります。 
保証期間内に取扱説明書・機器添付ラベル等の注意書きにしたがって正常な使用状態で本器が故障した   
場合には、無料で修理いたします。 

(1)保証の対象は、本体部に限ります。温湿度センサは消耗品です。 
(2)保証期間内であっても、次の場合は有料修理となります。 

(a)誤った使用、仕様範囲外での使用、不適当・不十分な保守・誤った修理・改造などによる故障・
損傷。 

(b)誤った接続による故障および損傷。 
(c)不適切な消耗品、部品、オプション機器などを使用したことによる故障・損傷。 
(d)ご購入後の輸送、移動、落下などによる故障・損傷。 
(e)火災、天変地異（地震・風水害・落雷）、公害、塩害、ガス害（硫化水素等）、異常電圧等に      

よる故障・損傷。 
(3)製品本来の使用法、および取扱説明書で説明している使用法については保証いたします。 
 この範囲を超える事項によって発生する直接的、間接的損害については、責任を負いかねますので、 
 ご了承ください。 
(4)保証の対象地域は日本国内です。日本国外の使用については、個別の契約によって保証いたします。 
(5)その他 １）修理が必要なときは、最寄りの弊社支店・営業所もしくは、本器をお買いの販売店へ   

ご連絡ください。 
２）この製品の補修用性能部品の最低保有期間は、製造中止後５年です。 

 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 
(6)故障であること、およびその原因については、法令による場合を除いて、当社の技術責任者が  

判定させていただきます。 

製品の保証と修理 
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１－１．ご使用前の確認 
 
 

 

本製品を開封後、必ず、ご使用前に以下のことをご確認ください。万一、ご不審な点などがございましたら、   

ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

 

（１）外観の確認 
 

外観上、製品に破損などがないことをご確認ください。 

 

（２）形式コードの確認 

お買い上げいただいた製品の形式コードに間違いがないことをご確認ください。 

 

◆形式コード銘板と貼付場所 

下記のような銘板が製品本体に貼付されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）付属品の確認 

製品には、下記の付属品が付属されていますので、ご確認ください。 

 

品    名 数  量 備    考 

分離形温湿度計・耐圧耐熱仕様 

HN-C シリーズ HN-CJA，CJC 
１冊 本 書 

壁取付用金具 １個 本体部のDIN レール取付溝に取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＮ－ＣＪＡ 

Ｖｅｒ １.０□ 

ＨＮ０５９Ｇ００１ 

形式  

ソフトＶｅｒ 

製造 No .  

１．梱包箱から本製品を取り出す際、製品を落とさないようにご注意ください。 

２．本製品を輸送する際、本製品用梱包箱に入れ、さらにクッションを敷き詰めた外箱に入れて輸送し

てください。 

そのような場合を考え、本製品用梱包箱は保管されることをお勧めします。 

３．本製品を最終製品（パネル）から外した状態で長期間使用しない場合、本製品用梱包箱に入れ、周

囲温度が常温でほこりなどが少ない場所で保管してください。 

４．センサ部の取扱いは特に注意してください。 

温湿度センサは、消耗品です。振動・直射日光・湿度素子（エレメント）を劣化させるガス物質や

要因を避けてください。 

本書「２．安全にご使用いただくために」の“１．本器の使用環境”についてを参照ください。 

 

お願い 
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２．安全にご使用いただくために 
 

本製品を安全にご使用いただくために、下記の注意事項をお読みいただき、ご理解ください。 

 
 

製品本体や本取扱説明書に、下記のシンボルマークがございますので、それらの意味について、充分に  

ご理解ください。 

 

シンボルマーク 意          味 

警 告 
使用者が死亡、または重傷を招く恐れがある場合に、その恐れを避けるための

注意事項を説明しています。 

注 意 
使用者が軽傷を招くか、本製品、または周辺機器が損傷する恐れがある場合に、

その恐れを避けるための注意事項を説明しています。 

 

接地端子です。接地端子は、必ず保護接地に接続してください。 

 

 

１．本器の使用環境について 
次のような場所に設置することは、避けてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  
・本器で温度計測のみを行う場合も、必ず湿度側にも電源を供給してください。 

・センサが結露した場合は測定できません。結露から復帰すれば測定可能となります。 

但し素子寿命を縮めることがあります。 

２－１．シンボルマーク 

！ 

！ 

参考 本器の温湿度出力値がおかしいと思われる場合は、通気性の良い場所にしばらく放置してみてください。 

（1）本体部の周囲温度が０～５０℃以外の場所 
（2）結露する場所は極力避けてください。 

（但し結露した場合は測定できませんが、結露から復帰すれば測定可能です。） 
（3）振動，衝撃を受ける場所 
（4）ノイズの多い場所 
（5）ちり，粉塵等の飛散している場所 
（6）ケトン系有機剤，エステル系有機溶剤，ハロゲン類，強酸系物質，腐食性物質，塵芥・オイルミス

ト・塩分ミストの多い環境など 
（7）爆発性ガス，腐食性ガス，可燃性ガスなどがある場所 
（8）蒸気，薬液，海水などがかかる場所 

！ 注 意 
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２．保管の仕方 

 

 

 

 

 

３．温湿度素子のお取扱について 
 

 

 

 

 

 

４．湿度の標準（目盛校正）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・湿度素子は、ガラス基板上に塗布した高分子膜と、水分透過性を有する極めて薄い電極から構成されて 

 います。落下や衝撃により、ガラス部分が割れてしまうことがありますので、取り扱いにご注意願います。

（食器などと同様に扱って下さい。） 

・温湿度素子は消耗部品です。性能が劣化した場合は、交換用をお求め下さい。 

・弊社温湿度計は、産業技術総合研究所の国家標準とトレーサブルであり、全数基準器との比較試験を実

施した上で、出荷しております。上記の注意事項を遵守いただければ、通常のご使用において精度が大

きく狂うことはありませんが、他方式の湿度計測機器との指示を比較される場合、下記にご留意願いま

す。 

①アスマン乾湿球湿度計は、給水が不十分な場合、本来の性能を発揮しません。弊社製品との比較をされ

る場合は、「JIS Z8806 湿度-測定方法」に記載の取扱注意事項にしたがって実施されますようお願い

いたします。また、アスマン式はファンによって周囲の空気を吸い込んでいますので、周囲の平均湿度

を指示しますが、弊社温湿度計は基本的に湿度素子表面に接触している空気の湿度を計測しています。

測定環境に温度，湿度の分布がある場合は異なる指示をしますので、ご注意ください。 

②また、馬毛式等の毛髪湿度計は、毛髪の伸縮に時間がかかりますので、応答が遅い傾向にあります。一

方、弊社製は 15 秒～1 分程度で応答しますので、比較される場合には、安定時間を 3 時間程度取る必

要があります。 

③なお、弊社の湿度目盛校正は 25℃で実施しております。カタログ等に記載の通り、この温度と大きく

異なった温度においては、湿度係数（±0.1%rh／℃）の影響で精度が異なる場合がございます。 

・本器を保管する場合は、高温・多湿の場所は避けてください。 

・本器が故障したときは、自分で分解せずに、最寄りの当社営業所、もしくは本器お買い上げの販売店まで 

 お問い合わせください。 
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２－２．重要な説明  
 

 

 

１．電源電圧・結線の確認 
 

電源を供給する前に、結線が正しいか、電源電圧が定格電圧に合っているか、接地が行われているか

などについて確認してください。 

 

２．過電流保護デバイスの設置 
 

本製品には、電源スイッチがありません。本製品に供給する電源には、定格仕様に合った過電流保護

デバイス（ブレーカーなど）を設置してください。 

 

３．端子部の保護 
 

本製品の端子部には、感電防止のため、最終製品側で使用者が直接触れられない安全処置を施して 

ご使用ください。 

 

４．安全装置の設置 
 

本製品や周辺機器が故障することにより、重大な損失が予測される設備への使用に関しては、必ず、

それらの損失を回避するための安全装置の設置、および最終製品側でフェールセーフ設計を施してくださ

い。また、人命、原子力、航空、宇宙などに関わるような重要設備には、絶対に使用しないでください。 

 

５．製品内部に手をいれない 
 

本製品の内部に手や工具などを入れないで下さい。感電やケガをする恐れがあります。 

 

６．不審時の電源遮断 
 

異臭、異音、煙などが発生したり、異常に高温になっている場合などは、たいへん危険ですので、   

直ちに電源を遮断し、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

 

７．修理・改造の禁止 
 

修理や改造が必要な場合は、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所までご連絡ください。弊社の認

定したサービス員以外による部品交換などの修理や改造は禁止されています。 

 

８．取扱説明書の厳守 
 

本製品を正しく安全にご使用いただくために、本取扱説明書に従って下さい。誤使用により生じた傷

害や損害、免失利益などいかなる請求についても、弊社では一切その責任を負いかねますので、あらか

じめご了承ください。 

注 意 重大な事故防止のため、必ず、本内容をお読みいただき、ご理解ください。 ！ 
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２－３．安全に対する警告と注意事項 
 

 

 

◆本器を使用するときは、必ず以下の事項を守り、正しくお使いください。 

また、本取扱説明書をよく読んだ上、いつでも見ることのできる場所に大切に保管ください。 

 

警 告 （取り扱いを誤ると、死亡あるいは重症を負う可能性が想定される） 

 

   可燃性または爆発性ガスのある場所では、本器を作動させないでください。 

 本器をそのような環境下で使用することは大変危険です。 

 

  煙がでる、異臭または異音がする場合は、ただちに電源を切ってください。 

 

濡れた手でケース内部を絶対に触らないでください。 

 

供給電源を確認してください。（「７.結線」「１０.仕様」参照ください） 

 

 感電防止のため、電源の結線作業の前には、供給元の電源を必ずＯＦＦにして   

ください。  

 

安全対策を別途設けてご使用ください。 

 
HN-C シリーズを結線する際、動力系配線（インバータ、モータ）から切り離して

ください。 

 センサ部を設置する際、Swagelok 社の「スェージロック・チューブ継ぎ手・締め付
けの方法」「再締付けの方法」「予備締めの方法」にしたがってください。 
締め付けが不十分な場合、耐圧性能が得られなくなります。 

 

注 意 （取り扱いを誤ると使用者が傷害を負うか、物理的損害の発生が想定される） 

 

 
周囲の温度変化が大きい場所や湿度の高い場所，強電回路の近くまたは誘導障害の 

大きい場所や機械的振動や衝撃のある場所でのご使用は避けてください。 

ちり・ゴミ・腐食性ガスなどの雰囲気のある場所、ノイズや静電気の多い場所での  

ご使用は避けてください。 

 
接続ケーブルは、ノイズ発生源・リレー駆動ライン・高周波ライン・動力線の近く

には配線しないでください。 

また、ノイズが重複しているラインと共に束線したり、同一のダクト内に収納し

たりすることは避けてください。 

 

 

 

 

 

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！
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３－１．温湿度計形式 

３－２．センサ部形式（交換用で、別売品です） 

３－３．素子フィルタ形式（交換用／別売品です） 

３．形式コード一覧 

 

 

 
ＨＮ－ＣＪ□□ 

 
出力仕様 
Ａ：温度・相対湿度 
Ｃ：温度・露点温度 

ケーブル長 
１：１ｍ 
２：２ｍ 
３：３ｍ 

 
 

 

 

 

 

 
ＨＮ－ＣＳＪ□ 

 
ＨＮ－ＣＪ□シリーズ専用センサ部総称 

ケーブル長 
１：１ｍ 
２：２ｍ 
３：３ｍ 

 
 
 

 

 

 

 
ＨＮ－ＣＴ□ 

 
フィルタ種類 
Ｍ：金属メッシュフィルタ（標準品） 
Ｓ：金属焼結フィルタ（特殊品）
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４．各部の名称と機能 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 各部の名称 機  能 

① 壁取付金具 温湿度計本体を壁などへ取り付けるための金具です。（付属品です） 

② 端子カバー 温湿度計本体の端子板を保護するカバーです。 

③ レール固定ばね 温湿度計本体を固定するためのばねです。 

④ 配線引込口 端子台へリード線を引き込むための引込口です。 

⑤ 端子台（6P） 電源、Ｇ、温度信号、湿度信号用の端子台です。 

⑥ 温度補正ボリウム VR1 温度出力補正用のボリウムです。 

⑦ 湿度補正ボリウム VR2 湿度出力補正用のボリウムです。 

⑧ 湿度応答ボリウム VR3 湿度応答を遅くするためのボリウムです。 

⑨ センサ部 本HN-CJ□シリーズ専用のセンサ部です。 

⑩ 素子取付リング 本HN-CJ□シリーズ専用のセンサ部取付用のリングです。 

⑪ 素子交換スイッチ 本HN-CJ□シリーズ専用のセンサ部を交換したときの互換スイッチです。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
No 各部の名称 名  称 機  能 

① 素子プロテクタ(SUS316 製) 
素子フィルタ 

温湿度素子 HN-CSJ□を保護するプロテクタで、   
「①素子プロテクタ」「②防塵フィルタ」一体形です。 
（「９－１．素子フィルタの汚れ，目詰まり」参照） 

② 防塵フィルタ(SUS316 製) 

③ 素子（温度/湿度一体） 

 

本HN-CJ□シリーズの素子です。 

④ パイプ(SUS316 製) 本HN-CJ□シリーズの素子を保護するパイプです。 

⑤ ケーブルクランプ 素子ケーブルを固定するケーブルクランプです。 

⑥ 素子ケーブル センサ部と本体間のケーブルです。 

⑦ 温湿度素子コネクタ センサ部を本体に取り付けるためのコネクタです。 

⑧ パイプ溶接部 

パイプ部 

本センサのパイプ部です。⑧パイプ溶接部は全周溶接です
ので、ケーブルクランプより 119mm の「スウェージ  
ロック取付範囲」内で、本センサをスウェージロックなど
で固定してください。 

⑨ スウェージロック取付範囲 

４－１．外 観  

⑥温度補正ボリウム

⑦湿度補正ボリウム

⑧湿度応答ボリウム

→８.運転参照

→８.運転参照

→８.運転参照

VR1

VR2

VR3

⑤端子台(６Ｐ)

→７．結線参照
⑪素子交換スイッチ

⑩素子取付リング

④配線引込口

⑨センサ部

→７．結線参照

②端子カバー→７．結線参照

→９－２．センサ部交換参照

→９－２．センサ部交換参照

→９－２．センサ部交換参照

HN-CJA
Ver 1.0□
HN059G001

①壁取付金具

③レール固定ばね

 

ＨＮ－ＣＪＡ 

Ｖｅｒ １.０□ 

ＨＮ０５９Ｋ００１

１ 

形式  

ソフトＶｅｒ 

製造 No .  

[製造銘板拡大図] 

⑥ 素 子 ケ ー ブ ル④パイプSUS316 製①素子プロテクタSUS316 製②防塵フィルタSUS316製

⑧パイプ溶接部（全周溶接）

⑦互換形温湿度素子

コネクタ

⑨ ス ウ ェ ー ジ ロ ッ ク 取 付 範 囲

MAX 119mm③ 素 子 ⑤ ケ ー ブ ル ク ラ ン プ

 

４－２．センサ部の各部の名称と機能 
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５．本体部の設置場所・取付 
 
 

 

「２．安全にご使用いただくために」の“１．本器の使用環境について”を参照ください。 
 

 

 

 

本器を壁に取り付ける場合、まず壁取付金具を壁にネジ止めし、その取付金具に本器を取り付けてください。 
１）壁取付金具を壁にＭ４ネジで２ヶ所ネジ止めします。 
２）本器の端子カバーを開け、壁からの配線を配線引込口に通します。 
３）レール固定ばねを引き下げ、壁取付金具にレール取付溝をはめ込みます。 
４）レール固定ばねを押し上げ、本器を壁に固定します。 
５）十分に固定されていることを確認してください。 
 
 
 
 
 
１）レール固定ばねを引き下げ、ＤＩＮレールにレール取付溝をはめ込みます。 
２）レール固定ばねを押し上げて、本器をＤＩＮレールに固定します。 
３）十分に固定されていることを確認してください。 

 

注 意 ・取付が不十分ですと、使用中に落下してしまう恐れがあります。 
・本体が十分に固定されたことを、必ずご確認ください。 

５－１．設置場所 

５－２．本体部・壁への取付 

５－３．本体部・ＤＩＮレールへの取付 

！ 
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６．センサ部の設置場所・取付 
  
 

「２．安全にご使用いただくために」の“１．本器の使用環境について”を参照ください。 

 
 
 

 

 

センサ部の取付は，専用取付部品（別売，Swagelok 社製）を使用します。 
取付部品の形式と形状・ネジ径を示します。 
  

形式 形状・ネジ径 Swagelok 社 形式 コメント 

NX-SS1 チューブ継手ボディ 

（ボアードスルー） 

ナット：SS-15M2-1 

フロントフェルール：SS-15M3-1 

バックフェルール：SS-15M4-1 

 

3 点セット 

 

NX-SS2 NPT1/2 オス オスコネクタ：SS-15M0-1-8BT NX-SS1 含む 

NX-SS3 R1/2 オス オスコネクタ：SS-15M0-1-8RTBT 〃 

NX-SS4 NPT1/2 メス メスコネクタ：SS-15M0-7-8BT 〃 

 

 
 

 

 

  

センサ部を取り付ける際の取付部品の締め付けは、Swagelok 社の指定「スェージロック・チューブ継ぎ手・
締め付けの方法」「再締付けの方法」「予備締めの方法」に従ってください。 
 
 
 
 

 

 
 

注 意 必ず受け側の形状・ネジ径に対応した取付部品をご使用ください。 
適応していない場合、耐圧性能が得られなくなります。 

注 意 
1) 湿度素子が結露した場合，測定不能となるとともに，素子の寿命を短縮させます。 
2) センサ部の設置場所は、可能な限り結露しない位置を選択してください。 

Swagelok 社のカタログを参照ください。 備考

６－１．設置場所 

６－２．センサ部取付部品について（オプション） 

６－３．センサ部取付時の締め付けの注意 

！ 

！ 
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７．結 線 
 

１）結線するリード線に電源が供給されていないことを確認してください。 

 

 

２）本器の端子カバーを開け、結線するリード線を本器の後側から配線引込口を通し、手前に引き出します。 

３）下記結線図の通り、結線します。本器端子台への結線方法は、①端子台上段の凹み（   部）にマイナ

スドライバーを差し込み、②ドライバーの柄をこじ上げて、先端部で金属の爪を押し下げ、③リード線を

端子台下段（   部）に挿入後、ドライバーを外して固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

警 告 
感電防止のため、結線作業を行う前には必ず本器ＤＣ電源供給元のＡＣ電源をＯＦＦ   

（電源供給を止める）してください。 

注 意 1)HN-CJ□を結線する際、動力系配線（インバータ、モータ）から切り離してください。 
2)配線ケーブルには、必ずシールド線またはツイストペア+シールド線を使用してください。 

注 意 電源電圧が２４V,１５V,１２V では負荷抵抗値が異なります。 
「１０．仕様」の負荷抵抗欄を参照ください。 

参考 湿度演算器 HN-GVAF1□や直流電源をご使用いただく場合には、それらの取扱説明書を併せて 
お読みください。 

 

 

！ 

！ 

[ 結 線 図 ] ※湿度受信計器HN-C

＋ －

12～24VDC

※温度受信計器

＋ －

12～24VDC

Ｇ ＋ － ＋ －
HUM TEMP

(湿度)(温度) －

＋

Ｇ

－

＋

Ｇ

※直流電源

※直流電源

＜例１＞

＋

※湿度受信計器HN-C

＋ －

12～24VDC※温度受信計器

＋ －

Ｇ ＋ － ＋ －
HUM TEMP

(湿度)(温度)

－

＋

Ｇ

※直流電源

＜例２＞

＋

温湿度＋電源線を１本とする場合

 
※ 別売品です。 

ドライバー挿入部

リード線挿入部

Ｇ ＋ － ＋ －

湿度 温度

マイナスドライバー

リード線
①

②

③

④

＋

 

(湿度) (温度) 
HUM TEMP HUM 

(湿度) 

(湿度) (温度) 
HUM TEMP HUM 

(湿度) 

G ＋  － ＋ － (+) 

湿度    温度  (湿度) 

！ 
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（1）電源は結線図〈例 1〉では１２～２４Ｖ ＤＣ ２５ｍＡを〈例 2〉では５０ｍＡ以上

を供給してください。 

（2）電源電圧が定格電圧の±１０％の範囲を超えて変動すると、動作異常や故障の原因

となります。 

（3）電源を ON/OFF する際にスパイク状のノイズが発生するような電源の使用は避け

てください。 

（4）本器で温度計測のみを行う場合でも、湿度側への電源は必ず供給してください。 

ただし湿度のみの測定においては、温度側への電源供給は必要ありません。 

（5）リード線を短絡させないよう、ご注意ください。 

（6）電源ライン、信号ラインは、ノイズ発生源，リレー駆動ラインや、高周波ラインの

近くに配線しないでください。また、ノイズが重畳しているラインを他のラインと

共に束線したり、同一のダクト内に収納したりすることは、避けてください。 

（7）受信計器が多チャンネル仕様の場合、＋側－側のどちらが共通であるかをご確認  

ください。 

＋側共通の受信計器の場合、電源の＋側に受信計器の＋側を結線してください。 

！ 警 告 
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初期状態
(補正なし)

初期状態
(補正なし)

-10%(-1.6mA)補正 +10%(+1.6mA)補正

VR2 VR3

時定数最小 時定数最大
(約100s)

補
正 あ

り

VR1

 

 ８．運 転 
 
「７．結線」に誤りがないことを確認した後、電源を供給し運転を開始します。 
本温湿度計、〔温度・相対湿度出力ＨＮ－ＣJＡ〕は、温度－４０～１８０℃に対し４～２０ｍＡ ＤＣ、相対 
湿度０～１００％rhに対し４～２０ｍＡ ＤＣの直流電流を、〔温度・露点温度出力ＨＮ－ＣＪＣ〕は、温度 
－４０～１８０℃に対し４～２０ｍＡ ＤＣ、露点温度―４０～１８０℃に対し４～２０ｍＡ ＤＣの直流電流
をそれぞれリニア出力します。 
 

 

 

 

本器は温度出力，相対湿度出力ともに出力補正機能を備えています。 
他の機器の測定値に本器の出力値を合わせ込みたい場合に使用します。 

８－１－１． 補正手順 

１）端子カバーを開けます。 
２）温度補正ボリウムＶＲ１で温度出力が、湿度補正ボリウムＶＲ２で湿度出力が補正できます。 

補正範囲は約１０％F.S.で温度，露点温度では約±２２℃、相対湿度では±１０％rh に
相当します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本器の相対湿度出力，露点温度出力は、応答を遅くする機能を備えています。 
環境の湿度が早い周期で変化するとき、この機能により出力を平均化することができます。 
 
８－２－１． 応答可変手順 

１）端子カバーを開けます。 
２）湿度応答ボリウムＶＲ３を時計回り(右回り)に回すと、応答が遅くなります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 意 本器は電源投入と同時に動作しますが、全ての性能を満足する為には約３０分間の通電を
要します。 

参考 本器の出力補正は、ゼロ点シフトです。 
よって出力補正を行った場合、出力補正は全域にわたり適用されます。例えば 50％rh での出力を
53％rh 補正した場合、０％rh のときの出力は３％rh となります。 

参考 ・応答ボリウム回転角の２乗に比例します。 
・時計回りに回しきった状態で時定数が約１００ｓとなります。 

８－１．出力補正機能 

８－２．湿度応答可変機能 

！ 
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HN-GVAF1□は、本分離温湿度計・耐圧耐熱仕様 HN-CJA□の相対湿度信号と温度信号を演算し、絶対
湿度や露点など 6種類の温度単位に変換します。 
温度と湿度は任意スケーリングによるアナログ出力ができ、また温度・湿度各 2 点ずつの警報機能もつい
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

注 意 温度・露点温度出力 HN-CJC□は、湿度演算器 HN-GVAF1□を使用できません。 
温度・相対湿度出力 HN-CJA□を使用してください。 

参考 〔湿度表示について〕 
絶対湿度（g/m3）：1m3の気体中に含まれている水蒸気の質量 
相対湿度（ % r h）：気体中の水蒸気圧とのその気体の温度での飽和水蒸気圧の比 
混 合 比（ g/kg）：1kg の乾燥空気と共存する水蒸気の質量 
水蒸気圧（ k P a）：気体中の水蒸気の圧力 
露 点（  ℃  ）：気体の温度を下げていったときに結露する温度 
比較湿度（  ％  ）：気体の混合比と、同じ温度および圧力で飽和する気体の混合比との比 

 

〔分離温湿度計・耐圧耐熱仕様 HN-CJA□〕 〔湿度演算器 HN-GVAF1□〕※別売品 

U + 

T - 

U - 

㉓端子 

温度 

4～20 mA ＤＣ 

相対湿度 

4～20 mA ＤＣ 

８－３．湿度演算器 HN－GVAF1□（別売品）との組み合わせによる各種湿度単位への変換 

！ 

（U +） 

T + 

⑬端子 

①端子 

※湿度演算器の③，⑤，⑭，㉔端子を 

短絡してください 
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９．保守点検 
 
 

 

センサ部の防塵フィルタが塵，ホコリなどの付着により汚れていないかを確認してください。 

汚れがひどい場合、フィルタを洗浄してください。洗浄しても汚れの取れない場合は交換してください。 

 
 
９－１－１． 防塵フィルター洗浄手順 

１）センサ部の SUS316 製パイプを押さえ、素子プロテクタ（防塵フィルタ一体構造）を反時計回りに

回して取り外します。 

 

２）素子フィルタを水荒いし，汚れを落としてください。 

アルコール，洗剤などを使用した場合は，十分に水洗いしてください。 

３）素子フィルタ（素子プロテクタと防塵フィルタの一体構造）を元通りに取り付けます。 

 
 
９－１－２．素子プロテクタ交換手順 
１）センサ部の SUS316 製パイプを押さえ素子プロテクタ（防塵フィルタ一体構造）を反時計回りに   

回して取り外します。 

 

２）新しい素子フィルタ（素子プロテクタと防塵フィルタの一体構造）を元通りに取り付けます。 

 

注 意 
・防塵フィルタが、塵・ホコリなどの付着による汚れにより目詰まりを生じた場合、正確
な相対湿度測定ができなくなります。 
それを防ぐため、定期的なフィルタ交換をお奨めします。 

・フィルタ寿命は、測定環境により大きく異なります。 

  
このとき，プロテクタをまっすぐに外してください。 

斜めに外すと内部に配置されている湿度センサ，温度センサを傷つけることがあります。 

素子フィルタを取り外している間、湿度素子（エレメント）が剥き出しになりますので、

絶対に触れないでください。特に湿度素子（エレメント）表面は傷つきやすいため、誤っ

て触れますとエレメントを破損させてしまう恐れがあります。 

  
このとき，プロテクタをまっすぐに取り付けてください。取り付ける際に斜めにすると  

内部に配置されている湿度センサ，温度センサを傷つけることがあります。 

素子フィルタを取り外している間、湿度素子（エレメント）が剥き出しになりますので、

絶対に触れないでください。特に湿度素子（エレメント）表面は傷つきやすいため、誤っ

て触れますとエレメントを破損させてしまう恐れがあります。 

  
このとき，プロテクタをまっすぐに外してください。 

斜めに外すと内部に配置されている湿度センサ，温度センサを傷つけることがあります。 

素子フィルタを取り外している間、湿度素子（エレメント）が剥き出しになりますので、

絶対に触れないでください。特に湿度素子（エレメント）表面は傷つきやすいため、誤っ

て触れますとエレメントを破損させてしまう恐れがあります。 

  
このとき，プロテクタをまっすぐに取り付けてください。取り付ける際に斜めにすると  

内部に配置されている湿度センサ，温度センサを傷つけることがあります。 

素子フィルタを取り外している間、湿度素子（エレメント）が剥き出しになりますので、

絶対に触れないでください。特に湿度素子（エレメント）表面は傷つきやすいため、誤っ

て触れますとエレメントを破損させてしまう恐れがあります。 

９－１．素子フィルタ（素子プロテクタと防塵フィルタの一体構造です）の汚れ，目詰まり 

！ 

！ 注 意 

！ 注 意 

！ 注 意 

！ 注 意 
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湿度の出力値に異常が生じた場合、素子寿命が尽きたことが考えられます。 

この場合、センサ部を交換することで正常復帰します。 

本器のセンサ部は完全互換性ですので、センサ部を交換した場合も再調整の必要はありません。 

 

 

 
 

 
 
 

９－２－１．センサ部交換手順 

１）素子取付リングを反時計回りに回し、センサ部を本体より外します。 

２）素子取付リングを時計回りに回し、新しいセンサ部を本体に取り付けます。 

３）素子交換スイッチを押します。 

 

  
1) 湿度素子は周囲の雰囲気に常に曝されているため、測定環境によっては著しく性能が 

劣化することがあります。 
その寿命は、環境の種類によって大きく異なりますが、特にケトン系有機溶剤・エステ
ル系有機溶剤・ハロゲン類・強酸系物質、腐食性物質，塵芥・オイルミスト・塩分ミス
トの多い環境など、爆発性ガス・腐食性ガス・可燃性ガスなどがある場所、または蒸気，
薬液，海水などがかかる場所での使用は素子寿命を大きく短縮させますので、できるだ
け避けてください。 

2) HN-CJ用互換形温湿度素子HN-CSJ□は、弊社温湿度計HN-CシリーズのHN-CQ□，   
HN-CF□，HN-CG□，HN-CP□，HN-CV□，HN-CW□に接続できません。 
また、弊社温湿度計 HN-C シリーズ用湿度素子 HN-CSQ，HN-CSF□，HN-CSG□は、
HN-CJ□には使用できません。 

  素子交換スイッチは必ず押してください。押さなかった場合は測定誤差が生じます。 

交換部品：センサ部「ＨＮ－ＣＳJ□」□：ケーブル長 １：１ｍ ２：２ｍ ３：３ｍ 

 

参考

９－２．センサ部交換 

！ 注 意 

！ 注 意 
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１０．仕 様 
 

形 式 ＨＮ－ＣＪＡ ＨＮ－ＣＪＣ 

出力信号 温度、相対湿度 温度、露点温度 

相対湿度 

セ ン サ  高分子静電容量式 

測 定 範 囲 ０～１００％rh（結露させないこと、最高露点温度１５０℃） 

精 度 定 格 
±２％rh（０～９０％rh、２５℃において）、±3％rh（９０～９５％rh、 

２５℃において） 

温 度 係 数 ±０.０５％rh/℃（５～８０℃の範囲にて） 

応 答 時 間 ３０秒未満（９０％応答） 

温度 

セ ン サ  白金測温抵抗体 Pt100 JIS クラスＡ（JIS C1604 1997） 

測 定 範 囲 －４０～１８０℃ 

精 度 定 格 ±０.５℃（２５℃において）±０.５±０.００２│Ｔ-２５│℃（Ｔ＝測定温度℃） 

電源・出力 

電 源 電 圧 １２～２４V DC ±１V 

出 力 信 号 

４～２０mA DC ２線伝送（２系統） 

温度－４０～１８０℃ 

相対湿度０～１００％rh に対して 

温度－４０～１８０℃ 

露点温度－４０～１８０℃に対して 

（露点温度は相対湿度・温度の各測定

値から演算） 

負 荷 抵 抗 

電源電圧 ２４Ｖ ＤＣのとき５５０Ω以下 

１５Ｖ ＤＣのとき２５０Ω以下 

１２Ｖ ＤＣのとき１００Ω以下 

接 続 方 式 クランプ式ネジレス端子接続 

本体部 

使用温度範囲 ０～５０℃ 

材 質 樹脂製 

取 付 方 法 ネジ止め（M4×２）または DINレール取付 

外 形 寸 法 Ｗ９０×Ｈ９０×Ｄ４５（ｍｍ） 

質 量 約２２０g 

センサ部 

使用温度範囲 －４０～１８０℃ 

耐 圧 １ＭＰa 

材 質 ＳＵＳ３１６ 

センサケーブル長 １ｍ、２ｍ、３ｍより指定 

互 換 性  ケーブル部を含むプラグイン互換 

取 付 方 法 専用取付部品による固定式 

質 量 約３５０g 

付属品 壁取付用金具 
 
※HN-CJA□は湿度演算器HN-GVAF1□との組合せにより湿度単位変換（絶対湿度g/m３，相対湿度％rh， 
混合比 g/kg，水蒸気圧 kPa，露点温度℃，比較湿度%）が可能です。 
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１１．トラブルシューティング 
 
トラブルが認められたときは下表を参考に症状を確認のうえ、処置を行ってください。 
症 状 原因・確認事項 対 処 法 
温湿度指示

（出力）が   
出ない 

素子部の結露が考えられます 

素子部を通風するか、過熱し十分に結露を取り除いてく
ださい。結露を防止するため，高温での露点温度測定時
は相対湿度 90%rh 未満となるよう，センサを加熱して
ください。 

結線に間違いはないか 正しく結線してください。（「７．結線」参照） 
電源が投入されていないのでは 電源を投入してください。 
受信計器のスケーリングは適切か 正しくスケーリングしてください。 
受信計器に異常があるのでは 
受信計器の入力レンジが違うのでは 

受信計器の状態（動作は正常か、入力レンジは合って  
いるか）を確認ください。 

素子部接続コネクタに緩みはないか 素子取り付けリングを完全に閉めてください。 

ノイズの影響があるのでは 
ノイズ源の無い場所で試してみてください。 
ノイズ除去対策を施してください。 

温湿度指示
（出力）が   
異常である 
（誤差が大） 

素子部の結露が考えられます 

素子部を通風するか、過熱し十分に結露を取り除いてく
ださい。結露を防止するため，高温での露点温度測定時
は相対湿度 90%rh 未満となるよう，センサを加熱して
ください。 

周囲環境に馴染んでいない 周囲環境に馴染むまで数時間様子を見てください。 
測定雰囲気に有機溶剤等、指示誤差を 
発生させるガスが存在していないか 

ガスの無い場所で再確認してください。 
それでも誤差が大きい場合は素子交換が必要です。 

保管環境（使用前も含む）に、短時間で
湿度素子を劣化させるような酸性ガス、
アンモニア、ケトン系有機ガス等が存在
した 

本書「２．安全にご使用いただくために」の１．本器の  
使用環境についてを参照ください。 
温湿度素子が劣化の場合、交換が必要です。 

比較計器との応答性の差により一時的
に差が生じている 

時間を置いて再度確認してみてください。 

アスマンと比較し、指示が低い 
アスマンのガーゼの吸水と湿球への密着、湿球を完全に
覆っているかを確認し、湿球が空気に直接触れないよう
にしてください。 

素子の防塵フィルタが目詰まりしていな
いか 

フィルタを交換、または素子を交換してください。 

素子を交換した際、素子交換スイッチを
押していないのでは 

素子交換スイッチを押してください。 
（「９．保守点検」「９－２－１．センサ部交換手順」
参照） 

測定雰囲気の温湿度が変動しているの
では（例：吹き出しダクトの直近に   

設置されている場合等） 

・設置場所を変えてみてください。 
・気流の影響が少ない場所に設置してください。 
・「８．運転」「８－２－１．応答可変手順」を参照し
ＶＲ３を調整してみてください。 

温度出力補正機能ボリウム、湿度出力 
補正機能ボリウムが“補正あり”位置に
変化していませんか 

「８．運転」の「８－１．出力補正機能」を参照しＶＲ
１，ＶＲ２を“初期状態（補正なし）”に戻してみて
ください。 

受信計器側の負荷抵抗が大きい 
負荷抵抗が本書記載値以下であるか確認してください。
（「１０．仕様」参照） 

温湿度指示
（出力）が 
振切れる、 
ふらつきが 
大きい 

素子部の結露が考えられます 

素子部を通風するか、過熱し十分に結露を取り除いてく
ださい。結露を防止するため，高温での露点温度測定時
は相対湿度 90%rh 未満となるよう，センサを加熱して
ください。 

本温湿度計の出力配線が、他の動力線な
どと同一配管されていませんか 

本温湿度計の出力配線と、他の動力線の配線を分離して
ください。 

出力配線コードがシールド線でない 

・シールド線または、ツイストペア+シールド線を使用
してください。 

推奨コード：3 芯シールド CVVS または遮蔽付きキャ
プタイヤコード等の 1.25ｍｍ2以上（強度のため） 

複数台使用
中のとき､ 
温湿度指示
(出力)に器差
がある 

測定雰囲気の温湿度分布が大きいので
は（場所によりバラツキがある） 

校正されたハンディ形温湿度計で、測定雰囲気の温湿度
分布を確認してみてください。 
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１２．外形寸法・取付寸法 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 本 体 正面図 ] [ 本 体 右 側 面 図 ] 

単位：ｍｍ 

素 子 ケ ー ブ ル

パイプSUS316 製素子プロテクタSUS316 製
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Max 3m防塵フィルタSUS316製
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119（ ス ウ ェ ー ジ ロ ッ ク 取 付 範 囲 ）

23約

互換形温湿度素子

コネクタ

 

１２－１．本体部の外形寸法 

１２－２．センサ部の外形寸法 

単位：ｍｍ 
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１２－３．素子フィルタの外形寸法（交換用で、別売品です） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｍｍ 

2-M4ネジ
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１２－４．本体取付寸法 
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 久 喜 事 業 所 〒346-0028 埼玉県久喜市河原井町 18(久喜菖蒲工業団地 4-2)  民生機器営業部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 3 2 - 8 
   ＴＥＬ (0480)23-2511(代) ＦＡＸ (0480)23-2514    ＴＥＬ (03)3956-2131 ＦＡＸ (03)3956-8767 

 山 形 事 業 所 〒994-0002 山 形 県 天 童 市 大 字 乱 川 1 5 1 5  ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞ事業部 〒346-0028 埼玉県久喜市河原井町 18(久喜菖蒲工業団地 4-2) 
   ＴＥＬ (023)607-2100(代) ＦＡＸ (023)652-0171    ＴＥＬ (0480)48-7611 ＦＡＸ (0480)48-7612 

HN-772-P5  May-2015 HN-CJ□ 分離形温湿度計・耐圧耐熱仕様 Mar-2005初版 

製品に関するお問い合わせは 

コールセンター（お客様製品相談室） 
全国共通フリーダイヤル   0120-41-2070  

FAX   03-3956-8308  
【受付時間】9:00～12:00，13:00～17:00 月曜日から金曜日（祝日,弊社休業日を除く） 

◆最新の情報は弊社ホームページをご覧ください。 


